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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶表示装置におけるスクロール表示等を行う
際の残像を抑制すること。
【解決手段】少なくとも一方向に配列した複数の画素を
有する液晶表示装置であって、複数の画素の点消灯を前
記一方向に沿って順次切り換える際における当該画素の
１つ当たりに許容される切り換え時間が複数の画素の各
々における当該点消灯時の立ち上がり時間と立ち下がり
時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の
長さに応じた数の画素を間引いて点消灯の制御を行う、
液晶表示装置である。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接配置された複数の画素を有する液晶表示装置であって、
　前記複数の画素の点消灯を順次切り換える際における当該画素の１つ当たりに許容され
る切り換え時間が前記複数の画素の各々における当該点消灯時の立ち上がり時間と立ち下
がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の長さに応じた数の前記画素を
間引いて前記点消灯の制御を行う、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　複数の画素を組み合わせて１つの表示画像を形成する表示領域を１つ以上有する液晶表
示装置であって、
　前記表示領域において前記表示画像の内容を順次切り替える際における当該表示画像の
１つ当たりに許容される切り換え時間が前記複数の画素の各々における点消灯時の立ち上
がり時間と立ち下がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の長さに応じ
た数の前記表示画像の内容を間引いて前記画素の点消灯の制御を行う、
　液晶表示装置。
【請求項３】
　前記切り換え時間は、操作部を用いた操作入力における操作量と当該操作入力に要した
時間の比に応じて求められる、
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記切り換え時間が短いほど、間引きされる前記画素が多くなる、
　請求項１又は３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記切り換え時間が短いほど、間引きされる前記表示画像の内容が多くなる、
　請求項２又は３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素のうち、最終的に点灯されるべき画素は間引きの対象外とされる、
　請求項１、３、４の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記表示画像の内容のうち、最終的に表示されるべき表示画像の内容は間引きの対象外
とされる、
　請求項２、３、５の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　隣接配置された複数の画素を有する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記複数の画素の点消灯を順次切り換える際における当該画素の１つ当たりに許容され
る切り換え時間が前記複数の画素の各々における当該点消灯時の立ち上がり時間と立ち下
がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の長さに応じた数の前記画素を
間引いて前記点消灯の制御を行う、
　液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　複数の画素を組み合わせて１つの表示画像を形成する表示領域を１つ以上有する液晶表
示装置の駆動方法であって、
　前記表示領域において前記表示画像の内容を順次切り替える際における当該表示画像の
１つ当たりに許容される切り換え時間が前記複数の画素の各々における点消灯時の立ち上
がり時間と立ち下がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の長さに応じ
た数の前記表示画像の内容を間引いて前記画素の点消灯の制御を行う、
　液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の駆動技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々の電子機器などにおいて、情報表示手段の１つとして液晶表示装置が用いられてい
る（例えば特開２００８－９６９９９号公報参照）。このような液晶表示装置において、
例えばある画素（あるいは画像）が一方向へ流れていくようなスクロール表示を行わせる
場合、通常は、スクロールする方向に沿って各画素が順次点灯して消灯するという動作が
繰り返される。しかし、各画素における点灯と消灯にはある程度の時間が必要であるため
、点灯と消灯がスクロールの速さに追随できずに残像が発生する場合がある。このような
残像による不都合は、スクロール表示に限らず、例えばセグメント方式によって数字や英
文字などを表示する際に、表示対象となる数字等の切り替えが短い時間で繰り返されるよ
うな場合にも発生し得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－９６９９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明に係る具体的態様は、液晶表示装置におけるスクロール表示等を行う際の残像を
抑制することが可能な技術を提供することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　［１］本発明に係る一態様の液晶表示装置は、（ａ）隣接配置された複数の画素を有す
る液晶表示装置であって、（ｂ）前記複数の画素の点消灯を順次切り換える際における当
該画素の１つ当たりに許容される切り換え時間が前記複数の画素の各々における当該点消
灯時の立ち上がり時間と立ち下がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間
の長さに応じた数の前記画素を間引いて前記点消灯の制御を行う、液晶表示装置である。
　［２］本発明に係る他の態様の液晶表示装置は、（ａ）複数の画素を組み合わせて１つ
の表示画像を形成する表示領域を１つ以上有する液晶表示装置であって、（ｂ）前記表示
領域において前記表示画像の内容を順次切り替える際における当該表示画像の１つ当たり
に許容される切り換え時間が前記複数の画素の各々における点消灯時の立ち上がり時間と
立ち下がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の長さに応じた数の前記
表示画像の内容を間引いて前記画素の点消灯の制御を行う、液晶表示装置である。
　［３］本発明に係る他の態様の液晶表示装置の駆動方法は、（ａ）隣接配置された複数
の画素を有する液晶表示装置の駆動方法であって、（ｂ）前記複数の画素の点消灯を順次
切り換える際における当該画素の１つ当たりに許容される切り換え時間が前記複数の画素
の各々における当該点消灯時の立ち上がり時間と立ち下がり時間の合計時間よりも短い場
合に、当該切り換え時間の長さに応じた数の前記画素を間引いて前記点消灯の制御を行う
、液晶表示装置の駆動方法である。
　［４］本発明に係る他の態様の液晶表示装置の駆動方法は、（ａ）複数の画素を組み合
わせて１つの表示画像を形成する表示領域を１つ以上有する液晶表示装置の駆動方法であ
って、（ｂ）前記表示領域において前記表示画像の内容を順次切り替える際における当該
表示画像の１つ当たりに許容される切り換え時間が前記複数の画素の各々における点消灯
時の立ち上がり時間と立ち下がり時間の合計時間よりも短い場合に、当該切り換え時間の
長さに応じた数の前記表示画像の内容を間引いて前記画素の点消灯の制御を行う、液晶表
示装置の駆動方法である。
【０００６】
　上記構成によれば、液晶表示装置におけるスクロール表示等を行う際の残像を抑制する
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ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、一実施形態の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、液晶表示パネルの構成例を示す模式的な断面図である。
【図３】図３は、本実施形態における表示制御の内容について説明するための概念図であ
る。
【図４】図４は、他の実施形態における表示制御の内容について説明するための概念図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、一実施形態の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。図示の液晶表示装
置は、制御部１０、操作部１１、液晶表示パネル１２、液晶駆動部１３を含んで構成され
ている。この液晶表示装置は、例えばカーオーディオなどの電子機器に組み込まれて種々
の情報表示を行うためのものである。
【０００９】
　制御部１０は、液晶表示パネル１２における画像表示を制御するための制御信号を生成
して液晶駆動部１３へ供給するものである。例えば制御部１０は、操作部１１を用いて行
われる操作指示に応じた画像表示を行う。この制御部１０は、例えばＣＰＵ、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ等を備えたコンピュータシステムを用いて構成することができる。
【００１０】
　操作部１１は、例えば、回転させることで操作可能なツマミや、その他、押しボタンな
どを含むものであり、ユーザによる操作入力を行うために用いられる。なお、操作部１１
は、液晶表示パネル１２の前面に配置されるタッチパネル装置であってもよい。
【００１１】
　液晶表示パネル１２は、液晶駆動部１３によって駆動されて種々の画像表示を行うもの
である。液晶駆動部１３は、液晶表示パネル１２を駆動するための電圧を生成し、液晶表
示パネル１２へ供給する。なお、液晶表示パネル１２の駆動方法については、スタティッ
ク方式、マルチプレックス方式、単純マトリクス方式、アクティブマトリクス方式など何
れの駆動方法であってもよい。
【００１２】
　図２は、液晶表示パネルの構成例を示す模式的な断面図である。図２に示す構成例の液
晶表示パネル１２は、対向配置された上基板２１および下基板２２、上基板２１に設けら
れた第１電極２３、下基板２２に設けられた第２電極２４、上基板２１に設けられた第１
配向膜２５、下基板２２に設けられた第２配向膜２６、上基板２１と下基板２２の間に配
置された液晶層２７、一対の偏光板２８、２９を含んで構成されている。
【００１３】
　上基板２１および下基板２２は、それぞれ、平面視において矩形状の基板であり、互い
に対向して配置されている。各基板としては、例えばガラス基板、プラスチック基板等の
透明基板を用いることができる。上基板２１と下基板２２の間には、例えば多数のスペー
サーが均一に分散配置されており、それらスペーサーによって基板間隙が所望の大きさ（
例えば数μｍ程度）に保たれている。
【００１４】
　第１電極２３は、上基板２１の一面側に設けられた複数の導電膜からなる。第２電極２
４は、下基板２２の一面側に設けられた導電膜からなる。各第１電極２３と第２電極２４
との重なる領域のそれぞれが画素領域を構成する。各電極は、それぞれ例えばインジウム
錫酸化物（ＩＴＯ）などの透明導電膜を適宜パターニングすることによって構成されてい
る。
【００１５】
　第１配向膜２５は、上基板２１の一面側に第１電極２３を覆うようにして設けられてい



(5) JP 2020-30238 A 2020.2.27

10

20

30

40

50

る。第２配向膜２６は、下基板２２の一面側に各第２電極２４を覆うようにして設けられ
ている。各配向膜としては、液晶層２７の配向状態を垂直配向に規制する垂直配向膜が用
いられている。各配向膜にはラビング処理等の一軸配向処理が施されており、一方向への
配向規制力を有している。各配向膜への配向処理の方向は、例えば互い違い（アンチパラ
レル）となるように設定される。
【００１６】
　液晶層２７は、上基板２１と下基板２２の間に設けられている。本実施形態においては
、誘電率異方性Δεが負でありカイラル材を含まず、流動性を有するネマティック液晶材
料を用いて液晶層２７が構成される。本実施形態の液晶層２７は、電圧無印加時における
液晶分子の配向方向が一方向に傾斜した状態となり、各基板面に対して概ね、８８°以上
９０°未満の範囲内のプレティルト角を有する略垂直配向となるように設定されている。
【００１７】
　一対の偏光板２８、２９は、例えば互いの吸収軸を略直交させており、上基板２１と下
基板２２を挟んで対向配置されている。本実施形態では、液晶層２７に電圧無印加として
いるときに光が遮光される（透過率が極めて低くなる）動作モードであるノーマリーブラ
ックモードを想定する。
【００１８】
　図３は、本実施形態における表示制御の内容について説明するための概念図である。例
えば図３（Ａ）に示すように、液晶表示パネル１２において左右方向に複数の画素Ｐ０、
Ｐ１、Ｐ２・・・Ｐ９が隣接して配置されている状況を想定し、左端の画素Ｐ０を点灯さ
せている状態から右方向へ点灯する画素を移動（スクロール）させる場合を考える。この
点灯する画素のスクロールは、操作部１１への操作に応じて行われるものとする。例えば
、操作部１１に備わったツマミへの回転操作がロータリーエンコーダなどのセンサによっ
て検出され、その回転量に応じてスクロールが生じるものとする。
【００１９】
　制御部１０は、操作部１１から回転操作の回転量を取得し、回転量に応じたスクロール
量を求める。回転量とスクロール量の関係は、例えば予め用意して図示しないメモリに格
納しておいたデータテーブルを参照する等の方法により求めることができる。そして、例
えばスクロール量が画素７つ分に相当するのであれば、通常、制御部１０は、画素Ｐ０、
画素Ｐ１、画素Ｐ２を順次点灯させた後に消灯させ、最後に画素Ｐ７をさせるように表示
画像を制御する。制御部１０の制御に従って液晶駆動部１３により駆動電圧が供給され、
液晶表示パネル１２において各画素が点消灯する。これが制御部１０による基本的な表示
制御である。
【００２０】
　ここで、本実施形態の制御部１０は、回転操作が与えられた際の時間に基づき、１画素
あたりの表示時間（切り換え時間）Ｄを求め、その表示時間Ｄに応じて、スクロール表示
時の点灯画素を適宜間引きする制御を行う。例えば、画素Ｐ０が点灯した状態から画素７
つ分だけスクロールする場合に、その回転操作に要した時間が３５０ミリ秒間であったと
すると、１画素あたりの表示時間Ｄは５０ミリ秒間となる。つまり、回転操作（操作入力
）に要した時間と、その回転量（操作量）に対応した量であるスクロール量（画素７つ）
との比（本例では、３５０／７）に応じて表示時間Ｄが求められる。
【００２１】
　また、１画素の点灯と消灯に要する時間は、液晶表示パネル１２の各画素における立ち
上がり時間Ｂ（ミリ秒間）と立ち下がり時間Ｃ（ミリ秒間）の和であるとする。なお、立
ち上がり時間については、例えば、ある画素の透過率（あるいは輝度）が０％から９０％
に達するまでに要する時間と定義することができる。同様に、立ち下がり時間については
、例えば、ある画素の透過率（あるいは輝度）が１００％から１０％へ達するまでに要す
る時間と定義することができる。これらの立ち上がり時間Ｂ、立ち下がり時間Ｃは、液晶
表示パネル１２の設計値として予め得られる。
【００２２】



(6) JP 2020-30238 A 2020.2.27

10

20

30

40

50

　このとき、１画素あたりの表示時間Ｄが立ち上がり時間Ｂと立ち下がり時間Ｃの和より
も大きい場合、すなわち、Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）という関係である場合には、各画素を点消灯さ
せる時間が必要十分にあるということになる。この場合には、制御部１０は、各画素につ
いて、Ｐ０、Ｐ１、Ｐ２・・・Ｐ６のすべてを順次点灯、消灯させて、最後に画素Ｐ７を
点灯させるように表示制御を行う。すなわち、図３（Ａ）に示すように間引きのない表示
制御が行われる。
【００２３】
　これに対して、（Ｂ＋Ｃ）＞Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）／２という関係である場合には、各画素を
点消灯させる時間が十分ではないということになる。この場合には、制御部１０は、各画
素について、画素Ｐ０、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ６を順次点消灯させ、最後に画素Ｐ７を点灯させ
るように表示制御を行う。この場合、図３（Ｂ）に示すように画素が１つずつ間引きして
表示制御が行われることになり、残像を抑制することができる。なお、最終的に表示され
るべき画素Ｐ７については間引きの対象外となっており、必ず表示される（以降において
も同様）。
【００２４】
　また、（Ｂ＋Ｃ）／２＞Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）／３という関係である場合には、制御部１０は
、各画素について、画素Ｐ０、Ｐ３、Ｐ６を順次点消灯させ、最後に画素Ｐ７を点灯させ
るように表示制御を行う。この場合、図３（Ｃ）に示すように画素が２つずつ間引きして
表示制御が行われることになり、残像を抑制することができる。
【００２５】
　同様に、（Ｂ＋Ｃ）／３＞Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）／４という関係である場合には、制御部１０
は、各画素について、画素Ｐ０、Ｐ４を順次点消灯させ、最後に画素Ｐ７を点灯させるよ
うに表示制御を行う。この場合、図３（Ｄ）に示すように画素が３つずつ間引きして表示
制御が行われることになり、残像を抑制することができる。すなわち、本実施形態では、
表示時間Ｄが短いほど、間引きされる画素の数が多くなる。
【００２６】
　また、本実施形態では、（Ｂ＋Ｃ）／４≧Ｄという関係の場合には画素を６つずつ間引
きして表示制御が行われる。上記のように画素のスクロール量が７画素分であれば、画素
Ｐ０が点消灯した後すぐに画素Ｐ７を点灯させるように表示制御が行われる。つまり、本
実施形態では、スクロール量がさらに小さい場合でも画素の間引き数の上限を６つとして
いる。
【００２７】
　図４は、他の実施形態における表示制御の内容について説明するための概念図である。
例えば図４（Ａ）に示すように、液晶表示パネル１２において７つの画素を組み合わせて
１つの表示領域Ｐ１０が構成され、この表示領域Ｐ１０において、表示画像の内容である
数字の「０」、「１」、「２」、「３」、「４」が連続的に表示される場合を考える。こ
の表示領域Ｐ１０における表示画像の連続表示は、例えば操作部１１への操作に応じて行
われるものとする。例えば、操作部１１に備わったツマミへの回転操作がロータリーエン
コーダなどのセンサによって検出され、その回転量に応じて、数字が連続して表示される
ものとする。
【００２８】
　この場合も、上記と同様な考え方を適用できる。具体的には、１つの表示画像あたりの
表示時間（切り換え時間）Ｄが立ち上がり時間Ｂと立ち下がり時間Ｃの和よりも大きい場
合、すなわち、Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）という関係である場合には、表示領域内の各画像を点消灯
させる時間が必要十分にあるということになる。この場合には、制御部１０は、表示領域
において、各表示画像「０」、「１」、「２」、「３」をすべて順次表示させて最後に表
示画像「４」を表示させるように表示制御を行う。すなわち、間引きのない表示制御が行
われる。
【００２９】
　これに対して、（Ｂ＋Ｃ）＞Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）／２という関係である場合には、制御部１
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０は、表示領域において、各表示画像を１つずつ間引きし、「０」、「２」を順次表示さ
せて最後に表示画像「４」を表示させるように表示制御を行う。同様に、（Ｂ＋Ｃ）／２
＞Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）／３という関係である場合には、制御部１０は、表示領域において、各
表示画像を２つずつ間引きし、「０」、「３」を順次表示させて最後に表示画像「４」を
表示させるように表示制御を行う。なお、最終的に表示されるべき表示画像の内容である
「４」については間引きの対象外となっており、必ず表示される（以降においても同様）
。
【００３０】
　同様に、（Ｂ＋Ｃ）／３＞Ｄ≧（Ｂ＋Ｃ）／４という関係である場合には、制御部１０
は、表示領域において、各表示画像を３つずつ間引きし、「０」を表示させた後に表示画
像「４」を表示させるように表示制御を行う。この場合、図４（Ａ）に例示するように、
表示画像「０」から「４」へ切り替わる間に表示画像「０」の残像が生じつつ表示画像「
４」へ切り替わるので、残像感が少ない。すなわち、本実施形態では、表示時間Ｄが短い
ほど、間引きされる表示画像の内容の数が多くなる。
【００３１】
　比較例として表示画像の間引きをしない場合を図４（Ｂ）に示す。この場合には、表示
画像が「４」へ切り替わるまでの間に表示画像「０」、「１」、「２」、「３」のそれぞ
れの残像が入り交じった状態で表示されることとなり、残像感が大きい。
【００３２】
　以上のような実施形態によれば、液晶表示装置におけるスクロール表示等を行う際の残
像を抑制することが可能となる。
【００３３】
　なお、本発明は上記した実施形態の内容に限定されるものではなく、本発明の要旨の範
囲内において種々に変形して実施をすることが可能である。例えば、上記した実施形態で
は、液晶表示パネルとしてノーマリーブラック表示を前提とし、各画素ないし表示領域が
その周辺よりも透過率（ないし輝度）が高くなる状態を「点灯」として取り扱っているが
、これとは反対に、例えばノーマリーホワイト表示を前提とし、各画素等がその周辺より
も透過率（ないし輝度）が低くなる状態を「点灯」として取り扱ってもよい。また、操作
部による操作量の検出手段一例としてロータリーエンコーダを挙げていたが検出手段はこ
れに限定されず種々の公知技術を適用可能である。また、上記した実施形態における画素
Ｐ０等は、複数のサブ画素（例えば、ＲＧＢの各画素）を組み合わせて構成されるもので
あってもよい。また、液晶表示パネルの液晶層における動作モードは垂直配向モードに限
定されない。
【符号の説明】
【００３４】
　１０：制御部、１１：操作部、１２：液晶表示パネル、１３：液晶駆動部、Ｐ０、Ｐ１
、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６、Ｐ７、Ｐ８、Ｐ９：画素、Ｐ１０：表示領域
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